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県
民
参
加
の
民
主
県
政
を
め
ざ
す
埼
玉
各
界 

連
絡
会

第199号
2019年３月1日

民
主
県
政
の
会

２
月
２
日
（
土
）
午
後
、
さ
い
た
ま
市
の
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
で
民
主
県

政
の
会
主
催
の
「
県
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
自
然
災
害
と
農
業
」「
八
ッ
場
ダ
ム
な
ど
大
型
公
共
事
業
」「
原
発
と
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
県
政
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
昨
年
９
月
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
続
く
も
の
で
、
今
回
は

３
人
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

埼
玉
県
職
員
組
合
の
塚
澤
和
憲
書

記
次
長
が
「
県
の
基
幹
産
業
の
農
業

を
支
え
る
農
政
を
」、
水
資
源
開
発

問
題
全
国
連
絡
会
共
同
代
表
の
嶋
津

暉
之
氏
が
「
八
ッ
場
ダ
ム
な
ど
大
型

開
発
が
県
政
を
歪
め
る
」、
前
東
海

村
村
長
の
村
上
達
也
氏
が
「
原
発
依

存
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
は
か
る
県
政
へ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
で
報
告
し
ま
し
た
。

県
内
農
業
の
奮
闘
を 

高
く
評
価
す
べ
き

塚
澤
氏
は
埼
玉
県
の
主
要
な
野
菜

の
出
荷
高
は
全
国
的
に
も
高
く
「
農

業
県
」
を
強
調
。
埼
玉
県
で
の
風
水

害
や
大
雪
被
害
な
ど
近
年
の
自
然
災

害
は
農
家
や
市
町
村
の
レ
ベ
ル
で
は

対
応
し
き
れ
ず
、
県
の
役
割
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
県
内
農

業
の
次
世
代
対
策
は
関
係
者
の
努
力

で
す
す
ん
で
い
ま
す
。
氏
は
県
が
農

家
な
ど
の
奮
闘
を
高
く
評
価
す
べ
き

と
話
し
、
い
ま
上
田
県
政
の
下
で
農

林
部
な
ど
職
員
数
が
全
国
最
低
で
あ

り
、
そ
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
こ
そ

急
務
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

嶋
津
氏
は
利
根
川
流
域
の
大
型
河

川
開
発
が
す
す
め
ら
れ
埼
玉
県
が
膨

大
な
予
算
を
拠
出
し
て
い
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
「
八
ッ
場
ダ

ム
（
群
馬
県
）
や
南
摩
ダ
ム
（
栃
木

県
）
な
ど
大
型
ダ
ム
は
、
治
水
に
も

利
水
に
も
役
立
た
ず
ム
ダ
な
公
共
事

業
」
の
筆
頭
だ
と
喝
破
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、

愛
媛
県
の
肱
川
（
ひ
じ
が
わ
）
が
上

流
の
野
村
ダ
ム
の
放
流
で
川
が
氾
濫

し
、
街
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
実
態
を
詳
細
に
報
告
。
そ
の
上

で
、
今
必
要
な
の
は
ダ
ム
建
設
よ
り

河
川
の
整
備
・
改
修
だ
と
強
調
し
ま

し
た
。

村
上
氏
は
、
村
長
と
し
て
自
身
が

東
海
村
の
原
発
建
設
に
か
か
わ
っ
た

経
験
か
ら
、
原
発
を
推
進
す
る
大
企

業
と
政
府
の
言
い
な
り
で
は
な
く
、

住
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
義
に

村
政
を
運
営
し
て
き
と
証
言
し
ま
し

た
。
そ
し
て
東
海
第
二
原
発
再
稼
働

を
許
せ
ば
、
事
故
の
時
は
間
違
い
な

く
埼
玉
県
も
被
曝
し
大
惨
事
に
な
る

と
指
摘
。
再
稼
働
反
対
の
声
を
強
め

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

３
氏
の
報
告
は
参
加
者
の
心
を
打

ち
、「
も
っ
と
話
し
を
聞
き
た
い
」

の
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
の
詳
細
は
、
次
回
２
０
０
号

（
４
月
１
日
付
）
に
掲
載
し
ま
す
。

東
海
第
二
原
発
に
つ
い
て
報
告
す
る
村
上
前
東
海
村
村
長

県
民
の
い
の
ち
と
安
全
な
く
ら
し

守
る
県
政
を

「自然災害と県の農政」「ムダな
ダム建設より河川改修急げ」
「原発依存から自然エネルギー 
へ転換を」� 県政フォーラム　　　　　

災害対策と産業政策で３人が報告
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埼
玉
県
議
会
２
月
定
例
会
が
２
月

₂₀
日
開
会
さ
れ
、
１
兆
８
８
８
４
億

６
千
万
円
に
の
ぼ
る
２
０
１
９
年
度

当
初
予
算
な
ど
₄₇
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
す
。

会
期
は
３
月
₁5
日
ま
で
の
₂₄
日
間

で
す
。
議
案
の
内
訳
は
予
算
関
連
₂₁

件
、
条
例
関
係
₁₆
件
の
ほ
か
、
財
産

の
取
得
１
件
や
事
件
議
決
６
件
に
な

っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
配
さ
れ
る
県
立
４

病
院
の
独
法
化

県
は
県
立
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
伊

奈
町
）、
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー
（
熊
谷
市
）、
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
）、
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
（
伊
奈
町
）
の
４
病
院
を

独
立
行
政
法
人
化
す
る
計
画
で
す
。

県
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
病
院
事
業

の
赤
字
経
営
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
病
院
は
、
新
設
や
改

築
さ
れ
て
間
も
な
く
、
そ
れ
に
伴
う

支
出
も
あ
り
赤
字
に
な
る
の
は
当
然

で
す
。
単
純
に
「
赤
字
続
き
」（
マ

ス
コ
ミ
報
道
）
だ
か
ら
と
独
法
化
し

て
い
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
独
法
化

す
れ
ば
職
員
は
公
務
員
の
身
分
で
な

く
な
り
、
正
規
職
員
か
ら
非
正
規
職

員
へ
の
置
き
換
え
、
賃
下
げ
に
も
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
職
員
の
労
働

条
件
・
権
利
の
低
下
は
、
患
者
・
利

用
者
の
安
全
・
安
心
が
脅
か
さ
れ
る

事
態
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
体

法
改
定
を
受
け
、
県
は
昨
年
10
月
臨

時
・
非
常
勤
職
員
を
「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
に
し
ま
し
た
。
２
月
定
例

会
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
の
改
定
や
期
末
手
当
の
支
給
な
ど

労
働
条
件
を
整
備
す
る
条
例
改
正
が

提
案
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
会
計
年
度

任
用
職
員
と
名
前
が
変
わ
っ
て
も
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
労
働
条
件
や

処
遇
改
善
が
す
す
む
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
正
規
で
も
非
正
規
・
臨
時
で
も

仕
事
や
仕
事
に
対
す
る
責
任
の
持
ち

方
は
同
じ
で
す
。
臨
時
・
非
常
勤
職

員
の
労
働
条
件
と
権
利
の
向
上
を
実

現
し
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
ブ
レ
ー
キ

︵
羽
生
市
︶が
私
的
整
理

に１
月
30
日
、
羽
生
市
に
本
社
の
あ

る
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
（
東
京
証
券
取

引
所
第
１
部
上
場
）
が
、
私
的
整
理

の
一
種
で
あ
る
「
事
業
再
生
Ａ
Ｄ

Ｒ
」
を
第
三
者
機
関
に
申
請
し
受
理

さ
れ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
取
引
銀
行
に
対
し
、
借
入
金
の

返
済
を
一
時
停
止
す
る
な
ど
の
支
援

を
求
め
る
よ
う
で
す
。
会
社
は
事
業

継
続
し
な
が
ら
再
建
を
は
か
る
と
し

て
い
ま
す
。
ホ
ン
ダ
狭
山
工
場
閉
鎖

の
シ
ョ
ッ
ク
が
冷
め
や
ら
な
い
中

で
、
県
内
の
大
手
企
業
の
経
営
悪
化

が
続
い
て
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
好
景
気
は
ど
こ
の
話
で
し
ょ

う
か
。

■
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
は
、
訴
訟
に

よ
ら
な
い
紛
争
解
決
手
続
き
で
、
銀

行
や
グ
ル
ー
プ
会
社
な
ど
当
事
者
間

で
話
し
合
い
経
営
再
建
す
る
方
法
。

条
例
案
で
は
国
が
今
年
10
月
１
日

か
ら
消
費
税
を
10
％
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
伴
う
各
種
手
数
料
の
改
定
が

目
白
押
し
で
す
。
例
え
ば
飲
料
水
の

水
質
試
験
に
関
わ
る
手
数
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
水
道
料
金
値
上
げ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
県
証
紙
条
例
の

改
正
で
は
、
飲
食
店
営
業
許
可
申
請

手
数
料
の
改
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
手
数
料
収
入
の
影
響
額
を
県

は
４
億
２
５
０
０
万
円
（
内
、
水
道

料
金
３
億
９
０
０
０
万
円
）
と
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
県
民
の

負
担
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
う
え
、

県
が
日
常
的
な
業
務
を
す
す
め
て
い

く
と
き
に
必
要
な
資
材
や
備
品
類
に

も
消
費
税
が
か
か
り
、
増
税
さ
れ
れ

ば
県
の
支
出
に
跳
ね
返
り
ま
す
。
県

は
こ
れ
ら
一
般
会
計
へ
の
影
響
額
を

35
億
２
９
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
も
県
民
の
税
金
で
賄

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
増
税
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
虚
構
の
好
景
気
演
出
に
よ
り

強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
県
が

県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
）

消
費
税
10
％
が
県
予
算
に
も

影
響
懸
念
さ
れ
る
県
民
負
担
増

 

埼
玉
県
議
会
２
月
定
例
会
が
始
ま
る

消
費
税
増
税
に
よ
る
県
民

負
担
は
す
る
な


